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2024年の活動

西日本豪雨６年

　9月9日（月）に、愛媛資料ネット・愛媛県教育委員会文化財保護課（えひめ文化財等防災ネ
ットワーク事務局）主催で「えひめ文化財防災対策研修会」を愛媛大学にて開催しました。愛
媛資料ネット会員・えひめ文化財等防災ネットワーク構成団体関係者 （愛媛県教育委員会、市
町文化財保護行政担当部局、愛媛大学法文学部、愛媛資料ネット、愛媛県建築士会、愛媛県博
物館協会）、 国立文化財機構文化財防災センターなど約50名にご参加いただきました。
　研修会では神戸大学の松下正和先生によるご講演、そのあと水害によって汚損した水損資料
レスキューのワークショップを実施しました。県内の文化財関係者、博物館学芸員に加えて、
今回は高校生も参加して、水損資料の救出方法を体験しました。
　愛媛資料ネットも構成団体となっている「えひめ文化財等防災ネットワーク」では今後も年
１回、県内の様々な立場の文化財関係者が交流を深めながら防災を学び考える研修会を実施し
ていく予定です。
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県内文化財関係者の「文化財防災対策研修会」開催

「古学堂」修復完了記念式典
豪雨被災から復旧 価値を共有する

被災文化財の価値を地域で学ぶ
古学堂講演会開催

活用に向けて

【ポスター作成】大本敬久（愛媛資料ネット委員／愛媛大学地域協働推進機構特定准教授）
Facebook:takahisa.oomoto   E-mail:omoto.takahisa.fk@ehime-u.ac.jp  

復活した古学堂を活かす―江戸時代の授業体験―
　大洲出身で函館五稜郭を設計した蘭学者・武田斐三郎
（1827～80年）についての展示が2024年秋に大洲市立
博物館で開催されました。斐三郎が学んだとされるのが
私塾「古学堂」です。大洲市立博物館主催で11月10日
に、豪雨災害からの修復が完了した「古学堂」にて江戸
時代当時の私塾風景を再現するイベントが行われ、和装
した塾頭役（愛媛資料ネット委員の大本敬久）や小中高
生、大人合計24名が古学堂の成り立ちや当時の教育内
容（古事記・日本書紀の講読）などを体験しました。
　復活した「古学堂」を地域共有の財産として、そして
地域教育、人材育成のパブリックスペースとして、今後
も、地域とともに保存・活用を進めていく上で、愛媛資
料ネットは協力していく予定です。

　2018年の西日本豪雨で大きな被害
を受けた大洲市阿蔵の江戸時代の私
塾「古学堂」（市指定史跡）の修復再
建が6年を経て完了しました。図書館
にあたる「文庫」は23年に修復を終
え、学び舎にあたる「学室」も修復
完了。江戸時代中期建築の大洲の教
育のシンボルが被災前の姿を取り戻
し関係者は水害を乗り越え未来へつ
なぐ意思を再確認したところです。
　西日本豪雨では肱川が氾濫して、
古学堂は床上1.8ｍの浸水被害に遭
い、所蔵する古文書、典籍等も水損
しました。それまで個人所蔵・管理
だったところ、神職、地元住民、専
門家らが「大洲古学堂保存会」（事務
局：常磐井守道氏。愛媛資料ネット
委員の大本敬久がアドバイザー）を
設立して管理団体の選任を受けまし
た。
　2021年からはクラウドファンディ
ングを実施し170人から約385万円が
集まるなど、修復工事には総額で約
3700万円を要し、市補助金のほか多
くの寄付で修復が進みました。

2018年西日本豪雨での浸水状況

修復を終えて関係者向け見学会

修復完了の記念式典

　2024年1月27日には古学堂復活プロ
ジェクト（古学堂保存会主催）とし
て、現在の大洲市阿蔵出身の国学者・
矢野玄道（1823～87年）に関する講
演会が大洲市久米公民館で開催されま
した。約70人が参加し、古学堂で多く
の門人が学んでいた江戸後期当時の地
域の歴史・状況などについて理解を深
めました。
　講師は国立歴史民俗博物館の天野真
志先生。玄道は平田篤胤の私塾「気吹
舎」の門に入り、国学だけではなく、
漢学などの教養をそなえ、幅広く多様
な学問を修得し、学問にとどまらず
「実践」への指向が強かった点など、
これまでの地元での認識、理解とは別
の視点でのご指摘をいただき、受講者
は新たな学びの機会となりました。
　古学堂保存会ではこの他にも2023年
6月11日に愛媛県歴史文化博物館の甲
斐未希子学芸員を講師に、地元住民対
象の水損資料ワークショップ等も開催
し、地域共有の財産として価値を学ぶ
機会を企画実施しています。

天野真志氏による講演会

地域住民対象の水損資料WS

水損資料WSには小学生も参加


